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己
つ
ち
の
と

亥い

。
新
年
を
迎
え
、ご
寺
院
、

賛
助
会
員
の
皆
様
に
於
か
れ
ま
し

て
は
、
益
々
ご
清
祥
の
御
事
と
存

じ
上
げ
ま
す
。
平
素
は
当
会
に
対

し
格
別
の
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
当
会
は
昨
年
四
月
よ
り

一
般
財
団
法
人
化
し
、
新
た
に
船

出
を
致
し
ま
し
た
。
宗
教
を
と
り

ま
く
社
会
情
勢
は
目
ま
ぐ
る
し
く

次
か
ら
次
へ
と
取
り
組
む
べ
き
課

題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
当
会

が
財
団
法
人
化
を
機
に
発
足
致
し

ま
し
た
「
宗
教
と
社
会
研
究
実
践

セ
ン
タ
―
」
で
は
三
つ
の
部
会
を

整
え
、
出
来
る
限
り
の
課
題
に
取

り
組
も
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

○
ア
マ
ゾ
ン
の
お
坊
さ
ん
便
問
題　

○
宗
教
者
は
労
働
者
か
？
問
題　

○
宗
教
者
の
厚
生
年
金
加
入
問
題　

○
科
研
費
に
よ
る
国
法
と
の
対
立

調
整
を
図
る
目
的
で
の
宗
制
・
宗

憲
・
宗
規
・
教
会
法
等
の
研
究
で

露
呈
さ
れ
た
宗
制
等
の
諸
問
題　

○
宗
教
者
と
憲
法
改
正
問
題 

○

宗
教
者
と
死
刑
制
度
問
題 

○
歴

史
都
市
の
景
観
問
題 

○
文
化
材

用
材
確
保
問
題 

○
寺
院
及
び
伝

統
工
芸
後
継
者
問
題 

○
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
時
代
と
宗
教
活
動
問
題

等
、
挙
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
ほ
ど

で
す
。

当
会
は
こ
の
三
十
数
年
、
学
者

と
専
門
家
、
宗
教
者
と
共
に
着
実

に
実
務
を
積
み
重
ね
て
参
り
ま
し

た
。
後
述
の
通
り
こ
の
一
年
「
宗

教
と
社
会
研
究
実
践
セ
ン
タ
―
」

の
実
績
と
セ
ン
タ
―
の
役
割
の
組

織
図
等
を
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
本
年
も
「
明
日
の
京

都 

文
化
遺
産
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
を
は
じ
め
、
各
種
団
体
と
も

積
極
的
に
交
流
を
重
ね
情
報
交
換

を
し
て
参
り
た
く
存
じ
ま
す
。

　
放ほ

う

　
下げ

　
著じ

ゃ
く

こ
れ
も
「
喫
茶
去
」
と
同
じ
く
、

趙じ
ょ
う
し
ゅ
う州
禅
師
の
言
葉
と
し
て
大
変
名

高
い
も
の
で
す
。

「
放
下
」と
い
う
の
は
、
下
へ
放

す
と
い
う
こ
と
。「
著
」は
置
き
字

で
意
味
を
強
め
る
働
き
が
あ
り
ま

す
。
で
す
か
ら
「
放
下
著
」
と
い

う
の
は
、
も
の
を
下
に
置
き
な
さ

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
達
は
常
に
何
か
一
物
を
持
っ

て
い
ま
す
。
胸
に
一
物
、
背
中
に

荷
物
と
よ
く
言
い
ま
す
が
、
常
に

何
か
を
後
生
大
事
に
抱
え
込
ん
で
、

な
か
な
か
こ
れ
を
放
し
た
が
ら
な

い
。
失
っ
て
な
る
も
の
か
、
と
必

死
に
し
が
み
つ
い
て
い
る
。
そ
う

い
う
も
の
を
、
一
度
全
部
下
へ
置

き
な
さ
い
と
言
う
わ
け
で
す
。
壺

の
中
の
お
菓
子
を
手
で
取
ろ
う
と

思
っ
て
も
、
欲
張
っ
て
た
く
さ
ん

握
り
込
め
ば
手
が
つ
っ
か
え
て
し

ま
う
。
お
菓
子
を
放
せ
ば
手
は
ス

ー
ッ
と
出
る
。
そ
れ
と
同
じ
こ
と

で
す
。

と
こ
ろ
で
、
私
ど
も
は
よ
く
托

鉢
を
致
し
ま
す
が
そ
れ
に
対
し
て

お
布
施
を
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の

お
布
施
を
「
財ざ
い
せ施
」
と
言
い
ま
し

て
文
字
ど
お
り
自
分
の
財
を
施
す

の
で
す
。
そ
れ
は
お
金
で
あ
っ
た

り
、
お
米
で
あ
っ
た
り
、
或
い
は

放　下　著
ほ う げ じ ゃ く
臨済宗相国寺派管長
理事長　有　馬　賴　底

理事長報告
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施
し
を
す
る
人
は
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
自
分
の
物
を
手
放
す
。
手

放
す
こ
と
で
執
着
心
が
取
り
除
か

れ
る
。
お
坊
さ
ん
の
為
に
お
布
施

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
は
自

分
自
身
が
救
わ
れ
る
わ
け
で
す
。

言
い
か
え
れ
ば
、
財
施
と
い
う
行

為
そ
の
も
の
が
法
施
な
の
で
あ
り
、

仏
法
に
か
な
っ
た
こ
と
な
の
で
す
。

托
鉢
僧
は
網あ
じ
ろ代
笠が
さ

で
深
く
顔
を

隠
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
は

他
の
物
（
衣
服
や
薬
）
で
あ
っ
た

り
し
ま
す
。
財
施
を
受
け
た
お
坊

さ
ん
は
そ
れ
に
対
し
て
仏
法
を
施

し
ま
す
。
こ
れ
を
「
法ほ
う
せ施
」
と
言

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
一
方
は
形
あ

る
も
の
を
施
し
、
一
方
は
そ
れ
に

対
し
て
形
の
な
い
仏
法
で
報
い
る

わ
け
で
す
。
し
か
し
、
こ
こ
で
大

事
な
こ
と
は
、
法
施
と
言
い
ま
し

て
も
、
な
に
も
お
経
を
読
む
と
か

そ
う
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

理
由
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
あ

の
お
坊
さ
ん
は
知
っ
て
い
る
か
ら

お
布
施
を
あ
げ
よ
う
」
と
か
、「
全

然
知
ら
な
い
人
だ
か
ら
、
今
日
は

や
め
て
お
こ
う
」
と
か
、
そ
う
い

う
個
人
的
感
情
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
、
顔
を
隠
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

誰
で
も
平
等
に
財
施
が
出
来
る
よ

う
に
す
る
為
な
の
で
す
。
こ
う
い

う
、
托
鉢
と
い
う
行
為
が
な
け
れ

ば
、
普
通
は
な
か
な
か
財
施
の
チ

ャ
ン
ス
は
な
い
も
の
で
す
。
わ
ざ

わ
ざ
、
慈
善
事
業
を
し
て
い
る
所

へ
行
っ
て
、
寄
付
を
す
る
こ
と
が

出
来
る
人
は
、
ま
ず
い
な
い
で
し

ょ
う
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
日
常

の
中
で
、
あ
る
日
、
ふ
ら
り
と
托

鉢
僧
が
や
っ
て
く
る
。
そ
れ
に
対

し
、
な
に
げ
な
く
お
布
施
を
す
る
。

そ
の
こ
と
で
執
着
心
が
パ
ッ
と
取

り
除
か
れ
る
。
そ
う
い
う
チ
ャ
ン

ス
を
作
っ
て
あ
げ
る
こ
と
、
そ
れ

が
実
は
托
鉢
の
最
も
大
き
な
目
的

な
の
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
私
達
僧

侶
は
本
当
は
毎
日
托
鉢
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
僧
侶
に
は
法

施
を
す
る
義
務
が
あ
る
の
で
す
。

一
銭
も
い
た
だ
け
な
く
て
も
い
い

の
で
す
。
い
た
だ
く
こ
と
が
目
的

で
は
な
い
の
で
す
か
ら
。
托
鉢
僧

が
来
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
在
家
の

方
が
財
施
が
で
き
る
。
そ
の
チ
ャ

ン
ス
を
、
歩
き
な
が
ら
作
っ
て
あ

げ
る
。
そ
れ
が
、
即
ち
出
家
の
法

施
で
す
。
で
す
か
ら
、
坊
さ
ん
は

必
ず
托
鉢
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
す
。
托
鉢
を
し
な
け
れ
ば
、

坊
さ
ん
の
義
務
は
果
た
せ
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
今
の
日
本
で
は
、
托

鉢
を
す
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
禅
宗

に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、

修
行
中
の
雲
水
に
限
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
間
違
い
で
す
。

僧
侶
た
る
も
の
、
誰
で
あ
ろ
う

と
本
来
は
托
鉢
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
れ
が
忘
れ
ら
れ
て
い

る
の
は
誠
に
残
念
で
す
。

各
位
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
本

年
が
ど
う
か
良
い
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
切
に
願
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。

�

合
掌
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宗教と社会研究実践センター設置規程（抜粋）

一般財団法人 京都仏教会

（目的）
第１条　この規程は、従前の「宗教と政治検討委員会」および「国家と宗教研究会」を承

継し、その成果業績を引き継いで、定款第４条第８号の実践センターとして「宗教と社会研
究実践センター」（以下「センター」という。）を設置し、これを適正に運営するために必要
な事項を定めることを目的とする。

⑴　所長	 洗　　　建	 駒沢大学名誉教授（宗教学）
⑵　副所長	 櫻井　圀郎	 東京基督教大学前特任教授（宗教法）
⑶　理事である運営委員	 佐分　宗順、安井　攸爾
⑷　主任研究員（第一部会）	 田中　　治	 同志社大学教授（税法学）
⑸　主任研究員（第二部会）	 櫻井　圀郎	 東京基督教大学前特任教授（宗教法）
⑹　主任研究員（第三部会）	 田中　　滋	 龍谷大学教授（社会学）
⑺　事務局長	 長澤　香静

平成３０年度　各部会の課題

第一部会（信教の自由）

全国的に課税強化・強引な課税が頻繁している固定資産税、宗教活動における消費税、住
職・僧侶の謝儀は給与所得か否か、みなし給与の問題、税源泉徴収の問題、厚生年金問題な
ど、宗教団体や宗教専門職の信教の自由に絡み、聖俗の分離にかかる問題について。

第二部会（宗教の法制）

科研費による国法との対立調整を図る目的での宗制・宗憲・宗規・教会法等の研究で露呈
された宗制等の諸問題（宗制等の位置付け、宗制等の研究・教育）について、および、住職・
僧侶と労働法（労働基本法、労働契約法、労働者災害補償保険法、雇用保険法、健康保険法、
厚生年金保険法、労働組合法など）との関係について。

第三部会（宗教と社会）

憲法改正論議における宗教活動・宗教団体・信教の自由に絡む諸問題、自衛隊・軍隊と宗
教との関係、企業による宗教関連事業（僧侶派遣、葬儀、納骨堂など）による影響、世俗学
者による宗教研究の影響などの諸問題について。
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第１回　平成３０年５月１８日（土）	 於：大本山相国寺　寺務棟２階会議室
	 「住職／宮司／牧師らは労働者か？」
	 ─宗教専門職と厚生年金・社会保険・労働基準法・給与所得税の諸問題─
		  講師　櫻井　圀郎　（第二部会主任研究員）

第２回　平成３０年８月４日（土）	 於：大本山相国寺　寺務棟２階会議室
	 「宗制・宗規とは何か？」
	 〜大石氏・国法と宗教法人の自治規範との対立・調整に関する研究を巡って～
		  講師　洗　　　建　（宗教と社会研究実践センター所長）
		  講師　櫻井　圀郎　（第二部会主任研究員）
		  司会　田中　　滋　（第三部会主任研究員）

第３回　平成３０年９月２６日（水）	 於：大本山相国寺　東京別院
	 ＜第一部＞
	 「宗教法人の厚生年金加入問題について」
		  講師　濱村　　明　（厚生労働省　年金局）
		  講師　洗　　　健　（宗教と社会研究実践センター所長）
		  司会　田中　　滋　（第三部会主任研究員）
	 ＜第二部＞
	 「宗制・宗規とは何か？」
		  講師　長谷川正浩　（全日本仏教会顧問弁護士）
		  講師　藤田　尚則　（創価大学法科大学院教授）
		  司会　田中　　滋　（第三部会主任研究員）

平成３０年度　宗教と社会研究実践センター公開研究会

一般財団法人 京都仏教会　組織図

会　　長

理 事 長
（代表理事）

監　　事
監事2名

＊　宗教と社会研究実践センター　

参 事 会
参事１６名

理 事 会
理事１５名

常務理事会
理事長＋常務理事３名

事 務 局
事務局長＋事務員

評議員会
評議員９名

評議員選定委員会
評議員２名＋監事１名＋外部委員２名

運営委員会
所長＋副所長＋理事２名＋主任研究員３名＋事務局長

所　　長
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京都未来の匠「技の継承」事業
祇園祭各山鉾保存会や府内の神社、寺院が所有する文化資料の復元・新調等を通じて若手

職人（京もの認定工芸士）等が京の名工等の指導を受けながら、高度かつ稀少な技術の修得・
技術向上を目的とした技術の研鑽・修得を行う。平成二十一年度から、京都府と当会、神社
庁、祇園祭山鉾連合会等が協力し行ってきている。

平成二十八年度対象寺院
圓通寺（京都市）　仏舎利塔（修復）

修復前

→

修復後



開 運 暦
檀信徒配布等にご利用下さい。

１部　価格85円
（郵送いたします）

申し込みは

京 都 仏 教 会
ＴＥＬ 075－223－6975

筆・墨・硯・紙・簡易表装・短冊
色紙・中国製筆・墨・硯・紙

京都市下京区柳馬場通仏光寺下ル
電　話（075）3 5 1 ─ 6 3 8 0（代表）
ＦＡＸ（075）3 6 1 ─ 8 0 0 6

〒600̶8075

株式会社
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社寺建築設計施工

伸和建設株式会社
代表取締役 北尾行弘

京都市右京区西院上花田町21
（西大路三条西入ル南側）
電 話 075－311－0054（代表）
FAX 075－322－0152

〒615
－0007 京都市左京区浄土寺真如町111番地-1

TEL（075）751-0628（代）  FAX（075）752-9430

滋 賀県愛知郡愛荘町中宿 1 7 3 番 地
TEL（0749）42-2859（代）  FAX（0749）42-5727

本　　　 社

営業所・工場

文化財建造物修復・社寺建築設計施工

代表取締役　木澤善之

京石塔
石工事
記念碑

株式
会社

石工事・土木工事・造園工事（京都府知事認可）

石 寅寅 ®

本　　　店 （〒616-8376） 京都市右京区嵯峨天竜寺瀬戸川町1－10
 電話（075）881－1481番　ＦＡＸ（075）881－1480番
新丸太町店 （〒616-8305） 京都市右京区嵯峨広沢御所ノ内町33－2
 電話（075）882－2124番　ＦＡＸ（075）882－2128番
丹波営業所 （〒622-0211） 京都府船井郡京丹波町上野中野31－1
 電話（0771）82－2681番　ＦＡＸ（0771）82－2751番
京 丹 波 店 （〒622-0213） 京都府船井郡京丹波町須知天神18－1
 電話（0771）89－1481番　ＦＡＸ（0771）89－1480番
石寅ホームページ URL:http://www.ishitora.co.jp/

一般建設業の許可：京都府知事 許可（般 ─23）第 3 8 9 1 7 号
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葬　儀

もよりの営業所へご連絡ください。（24時間営業）
寝台自動車のご用命も承ります。

京都営業所

宇治営業所

高槻営業所

大津営業所

亀岡営業所

☎（075）682-4444

☎（0774）32-4242

☎（072）682-1121

☎（077）524-4444

☎（0771）22-0042

人生の終り、もうひとつの門出を美しく

経済産業大臣認可／全日本葬祭業協同組合連合会加盟

http://www.kyosokyou.jp/
京都中央葬祭業協同組合員名簿

●事前相談 ●サービス内容の説明 ●明瞭価格 ●アフターサービス

信頼と安心の
全葬連 葬祭サービスガイドライン

京葬協は、葬祭サービスガイドラインを尊守いたします

会　　　社 代 表 者 電　　話 所　　在　　地

㈱ ま る い ち 小 林 静 男 075-441-6254 上京区千本上立売通作庵町518

㈲ 京 都 日 葬 九谷田満雄 075-811-4242 中京区西ノ京塚本町13−11

花 安 吉 村　 和 075-463-7276 中京区西ノ京御輿岡町20

㈱　 公　 益　 社 松 井　 雄 075-221-4000 中京区烏丸六角上饅頭屋町608

㈱京都セレモニー 松 井　 雄 075-221-8400 中京区烏丸六角上饅頭屋町608

㈱公益サービスセンター 松 井 信 五 075-551-3422 東山区清閑寺山ノ内町46-2

駕 政 滝 口 泰 彦 075-691-0826 南区竹田街道大石橋上ル西側

洛王セレモニー㈱ 北 村 憲 司 075-933-4242 南区久世高田町35-3

あ め 直 阪邉賀津子 075-611-0400 伏見区京町六丁目54-1

㈱のじり葬儀店 野 尻 智 美 075-611-4211 伏見区治部町123

㈱　 山　　　 長 山 田　 一 075-861-1422 右京区太秦西蜂岡町1

㈱　 ア　 シ　 ス 岡 本 研 三 075-932-4242 向日市寺戸町西田中瀬3

会　　　社 代 表 者 電　　話 所　　在　　地

㈲城陽葬祭杉村 杉 村　 等 0774-52-2140 城陽市久世南垣内116

㈱宇治葬祭駕辰 木 村 久 孝 0774-31-8072 宇治市五ヶ庄芝の東53

山城葬祭㈱現丸屋 小 川 保 善 0774-82-2064 綴喜郡井手町井手柏原83-2

花 福 福 田 善 文 0774-82-2016 綴喜郡井手町井手宮ノ本89

㈲　 阪　　　 口 阪 口　 仁 0774-76-2146 木津川市加茂町駅西1-5-3

平 城 公 益 ㈱ 西 川 弘 人 0774-72-5709 木津川市相楽鳥井7-1

㈱ 松 本 仏 具 店 松 本 光 雄 0771-22-0279 亀岡市安町86

㈲ い ち た に 一 谷 和 弘 0771-62-4949 南丹市園部町小山東町水無38

㈱セレモニーまつだ 松 田 政 一 0772-46-2264 与謝郡与謝野町字弓木956

おのえメモリアル 尾 上 康 則 0772-42-5555 与謝郡与謝野町算所229-1

㈲ 向 井 葬 祭 寺 尾　 純 0772-72-2002 京丹後市網野町網野3156

最近のお葬式はどのように行われているか、また、費用はいくら位かかるか！？ など、お葬式の内容を知りたい方は、上記の各店へ電話でお問い合わせ下さい。
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〒６００－８４３１
京都市下京区綾小路通室町西入る
善長寺町１３９番地ＡＭＩ四条烏丸ビル４０５号
ＴＥＬ・ＦＡＸ：０７５（３５２）７７７８
Ｅ－m a i l：n a k a m a s a@ b r i d g e . o c n . n e . j p

古都税理士法人 表具全般  古書画修復

京表具

〒604－8121
京都市中京区柳馬場通錦小路上る
TEL.FAX. 0 7 5（ 2 2 1 ）5 7 5 4
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清水順正おかべ家
　清水寺門前…………TEL（075）541-7111
祇園円山かがり火
　円山公園駐車場前…TEL（075）541-0002

JUNSEI
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